
2025年度生命機能学科教務担当

新入生ガイダンス：
履修と時間割表について
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生命機能学科カリキュラムについて

生命機能学科（愛称FB; Department of Frontier Bioscienceの略）は研究を重視している学科です。
---生命系の研究者・技術者を目指す学生のために実践的なユニークなカリキュラムをもつ。

1年次から専門的な実験を実施、英語で生命科学を学ぶ。
2年次秋から希望者は研究室に所属して研究をすることができる。

2年次春までに研究を実施するための土台を築く必要があるので、
特に、1年次はしっかり学問に取り組んで下さい。
1年次の成績（GPA;後述）が2年次の研究室配属決定材料の一つになります。

卒業後は大学院修士課程（その後はさらに博士課程）に進学して、研究を深化・発展させることで

修士修了後には、企業等の研究開発職・技術職に就くことが可能です。

本日の話しについては「履修の手引き」に詳しく記載されているので、そちらを熟読ください。
https://hosei-hondana.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjo1NjgxNTR9&detailFlg=0&pNo=1
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学務課作成の生命科学部の履修ガイダンスは
https://www.youtube.com/watch?v=oChe2YEQOdI

こちらでみることができます。
こちらも参考にしてください。

https://www.youtube.com/watch?v=oChe2YEQOdI


2025年度履修上の注意
 

法政大学は対面を基本として実施します。

これまでの経験を生かし、オンライン教育の効果が見込まれる授業ではオンラインも

活用します。卒業に必要な124単位のうち、オンライン授業の上限は60単位です。

授業に関する連絡はhoppii （法政ポータルサイト）と学習支援システムに加えて、

大学ホームページ、メール（hoseiアドレスを使用すること）、web掲示板を介して

おこないますので、毎日確認をしてください。

なお、 hoppiiと学習支援システムは今年度から新しいものに変更されました。

教員、先輩ともにまだ不慣れですが、できるだけはやくみなさんにわかりやすい形

の運用をしたいと考えています。

不明な点がありましたら、教員やラーニングサポーターなどに気軽に聞いてください。



教育課程と単位制度

・授業科目は主に教養系科目（理工・生命両方に開設されている科目）と
専門教育科目からなります（教職を目指す場合は教職科目も修得が必要）。

教育課程には単位制度が採用されています。 単位制度では、所定の授業科目の
履修を修了し、平素の学習・出席状況および試験・レポート等による成績評価
により、合格することで、その授業に与えられている所定の単位を修得できます。

・生命機能学科を卒業し学士（生命科学）の学位を得るためには、4年以上在学し、
各学年に定められた進級要件を満たし、124単位以上の卒業所要単位を修得する
必要があります。

詳細は履修の手引き
3ページで確認
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Ⅰ．教育課程および単位制度 

１．教育課程 

生命科学部の授業科目は、教養系科目と、専門教育科目からなり、これらの科目を 4 ヵ年に配

当して授業を実施しています。卒業して学士の学位を得るためには所定の授業科目の単位を修得

しなければなりません。卒業するために必要な単位数およびこの内容に関する規定は極めて厳格

なものであり、この「履修の手引き」を熟読し、誤りのないように十分注意してください。 

また、教育職員・図書館司書・学校図書館司書教諭・博物館学芸員等の資格取得志望者のため

に、教職・資格に関する科目が設置されています。 

 

２．単位制度 

  本学における教育課程は、すべてに単位制度が採用されています。単位制度とは、所定の授業

科目の履修を終了し（所定の期間を受け終わること）、平素の学習・出席状況および試験・レポー

ト等による成績評価の結果、合格することによって、その授業科目に与えられている単位を修得

していく制度です。また、特定条件を満たすことにより単位が認定される科目もあります。 

各授業科目の単位数は、1単位の授業科目を自習も含めて 45時間の学修を必要とする内容をも

って構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要

な学修等を考慮して、大学設置基準第二十一条に則り計算するものとします。 

(1) 毎週 1回 14週の授業で 1単位の場合は 1時間の授業時間外学習を必要とする。 

(2) 毎週 1回 14週の授業で 2単位の場合は 4時間の授業時間外学習を必要とする。 

 

３．卒業所要単位および修業･在学年限 

  本学部を卒業し学士（生命機能学科：生命科学、環境応用化学科：理学、応用植物科学科：生

命科学）の学位を得るためには、4 年以上（最高 8 年）在学し、各学科の定める単位数を修得し

なければなりません。各学科の定める要件については、本書の各学科の案内を確認してください。 

卒業所要単位  ※詳細は必ず各学科のページで確認してください。 

科目系列 必要単位数 

教
養
系
科
目 

英語科目 8単位 

計 32単位以上 

(内訳は学科、入学年度

により異なる) 

計 124単位

以上 

教養科目 24単位以上 

（内訳は学科、入学年度により

異なる） 理系教養科目 

専
門
教
育
科
目 

学部共通科目 

 

80単位以上 

（内訳は学科、入学年度により異なる） 

 

学科共通科目 

学科専門科目 

専修専門科目 

自由選択科目 12単位以下 

教職・各資格関係科目 卒業所要単位には含まれません 

 



進級要件・卒業要件

・ 上の学年に進級するためには進級要件があります。進級要件は最低ラインです。
1、2年次のうちにできる限り多くの単位を修得し、4年次には卒業研究関連科目のみを
履修すれば卒業できる状況にしましょう。

詳細は履修の手引き
33ページで確認
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３．進級要件・卒業要件、履修上の留意点 

（１）2023年度以降入学者用 

進級・卒業するためには、以下の要件を１単位も漏らすことなく、すべて満たさなければなり

ません。また、該当学年の進級要件だけを満たすのではなく、履修上の留意点を参考に卒業にむ

けて計画的な履修計画を立てることが大切です。 
 教養系科目 専門科目 自由選択科目 

合 計 
英語科目 

教養科目 

（人文・社会・自然

科学系・保健体育

系・選択語学系リテ

ラシー系） 

理系教養 

科目 

（数学系・ 

理科系） 

学部共通科目 

学科専門科目 

 

１

年

次 

２年への 

進級要件 
   

１５単位以上（「生命機能

学基礎実験Ⅰ」「生命機能

学基礎演習Ⅰ」を含めた必

修１１単位を含む） 

 

３０単位 

以上 

履修上の 

留意点 

・少なくとも４０単位以上の修得を目指すこと。 

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

２

年

次 

３年への 

進級要件 
 

「生命機能学基礎英

語Ⅰ」の修得 
 

４０単位以上（「生命機能

学基礎実験Ⅱ」「生命機能

学基礎演習Ⅱ」を含めた必

修２２単位を含む） 

 

６０単位 

以上 

履修上の 

留意点 

・１年次修得単位と２年次修得単位の合計として、少なくとも８０単位以上を目指すこと。 

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

３

年

次 

４年への 

進級要件 
８単位 

「生命機能学基礎英

語Ⅱ」「生命機能学

英語Ⅰ」の修得 

 

６０単位以上 

（「生命機能学演習Ⅰ」と

「生命機能学研究Ⅰ」を含

めた必修２５単位を含む） 

 

９６単位 

以上 

履修上の 

留意点 

・１〜２年次修得単位と３年次修得単位の合計として、少なくとも１１６単位以上を目指すこと。 

・配当年次の必修科目は必ず履修登録すること。 

４

年

次 

卒業要件 ８単位 
２４単位以上 

（必修５単位を含む） 

８０単位以上 

（必修３１単位を含む） 

計１２単位 

以下 

１２４単位

以上 

※卒業要件について：英語科目の８単位、教養科目・理系教養科目の合計２４単位と、専門科目の合計８０単位

の修得だけでは、合算が卒業要件の１２４単位を満たすことができません。したがって、さらに１２単位以上

を教養科目・理系教養科目・専門科目・自由選択科目から修得してください。 

※1年次開講の必修科目は、2年次までに修得する必要があります。 

※GPA 制度の活用により、ポイントの少ない学生には、進級留級にかかわらず、本人並びに保証人に対して履修

指導を行います。 

※「生命機能学実験Ⅰ」の履修は「生命機能学基礎英語Ⅰ」、「生命機能学基礎英語Ⅱ」および「科学実験Ⅰ、Ⅱ、

Ⅲ」の修得を条件とします。 

※「生命機能学実験Ⅱ」の履修は「生命機能学実験Ⅰ」の修得を条件とします。 

※「生命機能学英語Ⅰ」の履修は「生命機能学基礎英語Ⅱ」の修得を条件とします。 

※「生命機能学研究Ⅲ」の履修は「生命機能学研究Ⅱ」の修得を条件とします。 

※「生命機能学演習Ⅲ」の履修は「生命機能学演習Ⅱ」の修得を条件とします。 

※「生命機能学英語Ⅲ」の履修は「生命機能学英語Ⅱ」の修得を条件とします。 

◎ただし、生命機能学研究・生命機能学演習・生命機能学英語のⅡ、Ⅲの履修登録は、４年春学期に同時に行っ



教養科目一覧（１）

詳細は履修の手引き
4〜7ページで確認

生命科学を修得するためには、教養科目で
基礎科学を学ぶことで、最先端科学を理解するための土台を作り、
多様な分野の学問を学ぶことで、幅広い視野を身につけることが必要です。

また、研究発表、コミュニケーションのためのツールとして英語が欠かせ
ません。以下、特に1年次対象の重要な教養科目について記載します
（1年次で履修しきれないときは2年次以上で履修も可）。

・英語科目（1年次では3科目必修）
・選択語学系
1年次では生命機能学基礎英語Ⅰが必修
SAプログラム：夏（理工中心；マレーシア）と春（生命中心；アメリカ）
SAは履修登録は必要ないので、事前説明会に参加してください。
・リテラシー系
情報リテラシーと表現技術、情報処理技法

研究で使用するPCの使用法、プログラミング技法を
身につける上で有用な科目です。

・理系教養科目（専門の土台となる科目群）

数学系科目、物理学基礎Ⅰ・Ⅱ、化学基礎Ⅰ・Ⅱと
科学実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（3科目セットで履修。2年次での研究室
配属を希望するためには修得が必須）を特に履修推奨します。
高校で生物の未履修者は生物学基礎Ⅰ・Ⅱの履修を推奨します。
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必

修

選

択

必

修

選

択

コミュニケーション・ストラテジー 1 2 基礎ドイツ語Ⅰ 1 1

コンプリヘンシヴ・イングリッシュⅠ 1 1 基礎ドイツ語Ⅱ 1 1

コンプリヘンシヴ・イングリッシュⅡ 1 1 基礎ドイツ語コミュニケーション 1 1

アカデミック・ライティング 2 2 中級ドイツ語コミュニケーション 1 1

アカデミック・リーディングⅠ 2 1 中級ドイツ語リーディング 1 1

アカデミック・リーディングⅡ 2 1 中級ドイツ語ライティング 1 1

哲学入門 1 2 上級ドイツ語 1 1

言語学概論 1 2 基礎フランス語Ⅰ 1 1

日本文化論 1 2 基礎フランス語Ⅱ 1 1

アジア文化論 1 2 基礎フランス語コミュニケーション 1 1

ヨーロッパ・アメリカ文化論 1 2 中級フランス語コミュニケーション 1 1

アフリカ文化論 1 2 中級フランス語リーディング 1 1

比較文化論 1 2 中級フランス語ライティング 1 1

映像芸術 1 2 上級フランス語 1 1

音楽芸術 1 2 基礎スペイン語Ⅰ 1 1

こころの働き 1 2 基礎スペイン語Ⅱ 1 1

パーソナリティ 1 2 基礎スペイン語コミュニケーション 1 1

知的所有権 1 2 中級スペイン語コミュニケーション 1 1

社会科学の方法論 1 2 中級スペイン語リーディング 1 1

国際関係論 1 2 中級スペイン語ライティング 1 1

基礎経済学 1 2 上級スペイン語 1 1

応用経済学 1 2 基礎中国語Ⅰ 1 1

企業マネージメント 1 2 基礎中国語Ⅱ 1 1

現代政治学 1 2 基礎中国語コミュニケーション 1 1

キャリアデザイン 1 2 中級中国語コミュニケーション 1 1

法学（日本国憲法） 1 2 中級中国語リーディング 1 1

法と社会 1 2 中級中国語ライティング 1 1

科学技術史 1 2 上級中国語 1 1

先端技術・社会論 1 2 基礎朝鮮語Ⅰ 1 1

技術者倫理 1 2 基礎朝鮮語Ⅱ 1 1

情報倫理 1 2 基礎朝鮮語コミュニケーション 1 1

環境と資源 1 2 中級朝鮮語コミュニケーション 1 1

宇宙と地球 1 2 中級朝鮮語リーディング 1 1

生命の起源と進化 1 2 中級朝鮮語ライティング 1 1

生物の多様性 1 2 上級朝鮮語 1 1

物質科学と先端技術 1 2 SAプログラム 1 2

宗教と社会 1 2 文章作法 1 2

スポーツ健康科学実習Ⅰ 1 1 情報リテラシーと表現技術 1 2

スポーツ健康科学実習Ⅱ 1 1 情報処理技法 1 2

スポーツ健康科学実習Ⅲ 1 1 線形代数学及び演習Ⅰ 1 2

スポーツ健康科学実習Ⅳ 1 1 線形代数学及び演習Ⅱ 1 2

スポーツ健康科学講義Ⅰ 1 2 微分積分学及び演習Ⅰ 1 2

スポーツ健康科学講義Ⅱ 1 2 微分積分学及び演習Ⅱ 1 2

英語中級コミュニケーション 1 1 物理学基礎Ⅰ 1 2

英語中級リーディング 1 1 物理学基礎Ⅱ 1 2

英語中級ライティング 1 1 化学基礎Ⅰ 1 2

ビジネス英語 1 1 化学基礎Ⅱ 1 2

基礎英語 1 1 生物学基礎Ⅰ 1 2

英語資格試験準備講座 1 1 生物学基礎Ⅱ 1 2

上級英語 1 1 地学基礎 1 2

生命機能学基礎英語Ⅰ　※2 1 1 科学実験Ⅰ　※1 1 1

生命機能学基礎英語Ⅱ　※2 2 1 科学実験Ⅱ　※1 1 1

生命機能学英語Ⅰ　※2 3 1 科学実験Ⅲ　※1 1 1

生命機能学英語Ⅱ　※2 4 1 入門数学     ※3 1 1

生命機能学英語Ⅲ　※2 4 1 入門物理学　※3 1 1

※1　3科目を同時に履修 入門化学　　 ※3 ※4 1 1

※2　生命機能学科のみ受講可 入門生物学　※3 ※5 1 1

※3　単位は卒業要件に参入できません。履修単位制限制度やGPA算出

　　　対象からは除外されます。

※4　生命機能学科と応用植物科学科のみ受講可

※5　応用植物科学科のみ受講可

保

健

体

育

系

選

択

語

学

系

英

語

科

目

人

文

・

社

会

・

自

然

科

学

系

入

門

科

目

理

科

系

理

系

教

養

科

目

リ

テ

ラ

シ

ー

系

科 目 名
配 当

年 次

単位数

数

学

系

選

択

語

学

系

科 目 名
配 当

年 次

単位数

教養系科目一覧　【２０２３年度以降入学者用】

 なお、物理学基礎Ⅰ・Ⅱを始めとする理系教養科目の多くは
教職科目にも指定されています（教職を目指す方は注意！）。



詳細は履修の手引き
4〜7ページで確認
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必

修

選

択

必

修

選

択
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コンプリヘンシヴ・イングリッシュⅠ 1 1 基礎ドイツ語Ⅱ 1 1

コンプリヘンシヴ・イングリッシュⅡ 1 1 基礎ドイツ語コミュニケーション 1 1

アカデミック・ライティング 2 2 中級ドイツ語コミュニケーション 1 1

アカデミック・リーディングⅠ 2 1 中級ドイツ語リーディング 1 1

アカデミック・リーディングⅡ 2 1 中級ドイツ語ライティング 1 1

哲学入門 1 2 上級ドイツ語 1 1

言語学概論 1 2 基礎フランス語Ⅰ 1 1

日本文化論 1 2 基礎フランス語Ⅱ 1 1

アジア文化論 1 2 基礎フランス語コミュニケーション 1 1

ヨーロッパ・アメリカ文化論 1 2 中級フランス語コミュニケーション 1 1

アフリカ文化論 1 2 中級フランス語リーディング 1 1

比較文化論 1 2 中級フランス語ライティング 1 1

映像芸術 1 2 上級フランス語 1 1

音楽芸術 1 2 基礎スペイン語Ⅰ 1 1

こころの働き 1 2 基礎スペイン語Ⅱ 1 1

パーソナリティ 1 2 基礎スペイン語コミュニケーション 1 1

知的所有権 1 2 中級スペイン語コミュニケーション 1 1

社会科学の方法論 1 2 中級スペイン語リーディング 1 1

国際関係論 1 2 中級スペイン語ライティング 1 1

基礎経済学 1 2 上級スペイン語 1 1

応用経済学 1 2 基礎中国語Ⅰ 1 1

企業マネージメント 1 2 基礎中国語Ⅱ 1 1

現代政治学 1 2 基礎中国語コミュニケーション 1 1

キャリアデザイン 1 2 中級中国語コミュニケーション 1 1

法学（日本国憲法） 1 2 中級中国語リーディング 1 1

法と社会 1 2 中級中国語ライティング 1 1

科学技術史 1 2 上級中国語 1 1

先端技術・社会論 1 2 基礎朝鮮語Ⅰ 1 1

技術者倫理 1 2 基礎朝鮮語Ⅱ 1 1

情報倫理 1 2 基礎朝鮮語コミュニケーション 1 1

環境と資源 1 2 中級朝鮮語コミュニケーション 1 1

宇宙と地球 1 2 中級朝鮮語リーディング 1 1

生命の起源と進化 1 2 中級朝鮮語ライティング 1 1

生物の多様性 1 2 上級朝鮮語 1 1

物質科学と先端技術 1 2 SAプログラム 1 2

宗教と社会 1 2 文章作法 1 2

スポーツ健康科学実習Ⅰ 1 1 情報リテラシーと表現技術 1 2

スポーツ健康科学実習Ⅱ 1 1 情報処理技法 1 2

スポーツ健康科学実習Ⅲ 1 1 線形代数学及び演習Ⅰ 1 2

スポーツ健康科学実習Ⅳ 1 1 線形代数学及び演習Ⅱ 1 2

スポーツ健康科学講義Ⅰ 1 2 微分積分学及び演習Ⅰ 1 2

スポーツ健康科学講義Ⅱ 1 2 微分積分学及び演習Ⅱ 1 2

英語中級コミュニケーション 1 1 物理学基礎Ⅰ 1 2

英語中級リーディング 1 1 物理学基礎Ⅱ 1 2

英語中級ライティング 1 1 化学基礎Ⅰ 1 2

ビジネス英語 1 1 化学基礎Ⅱ 1 2

基礎英語 1 1 生物学基礎Ⅰ 1 2

英語資格試験準備講座 1 1 生物学基礎Ⅱ 1 2

上級英語 1 1 地学基礎 1 2

生命機能学基礎英語Ⅰ　※2 1 1 科学実験Ⅰ　※1 1 1

生命機能学基礎英語Ⅱ　※2 2 1 科学実験Ⅱ　※1 1 1

生命機能学英語Ⅰ　※2 3 1 科学実験Ⅲ　※1 1 1

生命機能学英語Ⅱ　※2 4 1 入門数学     ※3 1 1

生命機能学英語Ⅲ　※2 4 1 入門物理学　※3 1 1

※1　3科目を同時に履修 入門化学　　 ※3 ※4 1 1

※2　生命機能学科のみ受講可 入門生物学　※3 ※5 1 1

※3　単位は卒業要件に参入できません。履修単位制限制度やGPA算出

　　　対象からは除外されます。

※4　生命機能学科と応用植物科学科のみ受講可

※5　応用植物科学科のみ受講可
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教養系科目一覧　【２０２３年度以降入学者用】

 

教養科目一覧（2）

・補完教育科目（理系教養科目内に設置）
 
数学や理科の基礎学力に不安のある皆さんのために、

 「入門数学」 、「入門物理学」 、「入門化学」を
2023年度から開講しました（1年次に2科目が履修可能）。
これらの科目を履修すると、各々1 単位が認定されますが、
卒業要件には算入されません。

補完教育科目は、プレースメントテストの成績等をもとに、
原則、所属学科から指示された学生のみが受講できます
（対象の学生さんには近日中にメール連絡があります） 。

生命機能学科で開設している専門科目の理解には、
高校までの生物とは異なり、数学、物理、化学の学力が
必要です。履修を指示された皆さんは是非積極的に
履修し、春学期のうちに、最先端の生命科学を学ぶための
土台作りを行ってください。

履修者の決定に時間がかかるため、
入門数学、入門物理学のスタートは4/19（土）
入門化学のスタートは4/14（月）になります。



生命機能学科専門教育科目一覧

詳細は履修の手引き
28〜38ページで確認

カリキュラムには、ゲノム機能，蛋白質機能、
細胞機能の3つのコースが設定されていますが、
コース分けは厳密なものではありません。
1、2年次は共通となっています。

専門教育科目は、

学部共通で開設されている学部共通科目、
学科でのみ開設されている学科専門科目
にわかれます。

1年次は
分子生物学Ⅰ・Ⅱ、生物化学Ⅰ・Ⅱ、
生物物理学Ⅰ・Ⅱ、細胞生物学Ⅰ・Ⅱ、
生命機能学基礎実験Ⅰ、
生命機能学基礎演習Ⅰが必修科目です。

2年生での研究室配属に関連した科目は
生命機能学実験Ⅰです。履修するためには
1年次で科学実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの修得が必須です。

研究室配属には1年次の成績（GPA）、
必修科目の修得状況、理科・数学の
履修状況などを参考にします。
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５．生命機能学科 専門科目一覧 

 
（１）2023年度以降入学者用 

学年 学部共通科目 学科専門科目 

１年 ○分子生物学Ⅰ    ○分子生物学Ⅱ 

○生物化学Ⅰ     ○細胞生物学Ⅰ 

 基礎有機化学 I    基礎有機化学Ⅱ 

 グリーンケミストリ  環境と人間 

 植物分子細胞生物学  植物医科学概論 

 植物薬理学 

○生物化学Ⅱ 

○生物物理学Ⅰ    ○生物物理学Ⅱ 

○細胞生物学Ⅱ 

 計算機科学概論Ⅰ 計算機科学概論Ⅱ  

生物統計学 

〇生命機能学基礎実験Ⅰ 

○生命機能学基礎演習Ⅰ 

 フロンティアバイオサイエンス入門 

２年   △蛋白質構造機能学Ⅰ △蛋白質構造機能学Ⅱ 

△細胞構造機能学Ⅰ  △細胞構造機能学Ⅱ 

 機器分析学       分子微生物学 

 環境安全化学      分析化学 

 バイオエンジニアリング 応用環境化学 

 物質構造化学      微生物生態学 

 植物バイオテクノロジー概論 

 植物細菌学      植物ウイルス学 

 植物病学概論      

生物学と化学のための数学 

△ゲノム構造機能学Ⅰ △ゲノム構造機能学Ⅱ 

△生体分子分析学Ⅰ  △生体分子分析学Ⅱ 

 発生生物学      生理病理学 

 生命科学データベース論・演習 

 生命機能学実験Ⅰ 

〇生命機能学基礎実験Ⅱ 

○生命機能学基礎演習Ⅱ 

 物理化学概論Ⅰ 

 物理化学概論Ⅱ 

 

３年  遺伝子工学      蛋白工学 

 分子薬理学      食品科学 

 バイオインフォマティクス 

 ケミカルバイオロジー 

 高分子化学      生物有機化学 

 物質機能化学     物質変換化学 

 物質循環化学     バイオマテリアル 

 分子エレクトロニクス 

 植物メディカルゲノム学 

 細胞工学※        生体超分子 

 細胞情報学 バイオエナジェティクス 

 医用生体工学 バイオイメージング 

 神経科学 分子免疫学 

 構造生物学 

 生命機能学実験Ⅱ 

○生命機能学研究Ⅰ 

○生命機能学演習Ⅰ 

４年   生命機能学研究論文 

○生命機能学研究Ⅱ 

○生命機能学演習Ⅱ 

○生命機能学研究Ⅲ 

○生命機能学演習Ⅲ 

（注１）生命機能学基礎演習Ⅰ・Ⅱおよび生命機能学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは各１単位 

（注２）生命機能学研究論文（４単位・通年）の履修は、原則として生命機能学実験 I, II を履修していること

を前提とする。履修登録する場合は事前に指導教員に相談すること。 

（注３）（注１，２）に記載した科目以外の科目は２単位 

（注４）○は必修科目 

（注５）△は基幹科目で修得を推奨 

（注６）「生命機能学実験Ⅰ」の履修は「生命機能学基礎英語Ⅰ」、「生命機能学基礎英語Ⅱ」および「科学実験Ⅰ、

Ⅱ、Ⅲ」の修得が条件 

（注７）「生命機能学実験Ⅱ」の履修は「生命機能学実験Ⅰ」の修得が条件 

（注８）「生命機能学英語Ⅰ」の履修は「生命機能学基礎英語Ⅱ」の修得を条件とします。 
（注９）「生命機能学研究Ⅲ」の履修は「生命機能学研究Ⅱ」の修得が条件 

（注１０）「生命機能学演習Ⅲ」の履修は「生命機能学演習Ⅱ」の修得が条件 

（注１１）「生命機能学英語Ⅲ」の履修は「生命機能学英語Ⅱ」の修得が条件 

◎ただし、生命機能学研究・生命機能学演習・生命機能学英語のⅡ、Ⅲの履修登録は、４年春学期に同時に行っ

て構わない。 

※細胞工学は 2023年度休講。 

 

 

 

2年生で研究室に入るための要件



生命機能学科 専門科目カリキュラムツリー

１年春

１年
秋

２年
秋

３年
春

２年
春

３年
秋

４年
秋

生命機能学基礎演習Ⅰ

生命機能学基礎演習Ⅱ

生命機能学演習Ⅰ

生命機能学演習Ⅲ

生命機能学演習Ⅱ

生命機能学研究Ⅰ

生命機能学研究Ⅲ

生命機能学研究Ⅱ

生命機能学基礎実験Ⅰ

生命機能学基礎実験Ⅱ

生命機能学基礎英語Ⅰ

生命機能学基礎英語Ⅱ

フロンティアバイオサイエンス入門

科学実験Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ

生命機能学実験Ⅰ

生命機能学実験Ⅱ

生命機能学英語Ⅰ

生命機能学英語Ⅲ

生命機能学英語Ⅱ

分子生物学Ⅰ

分子生物学Ⅱ

生物化学Ⅰ

生物化学Ⅱ

生物物理学Ⅰ

生物物理学Ⅱ

細胞生物学Ⅰ

細胞生物学Ⅱ

ゲノム構造機能学Ⅰ

ゲノム構造機能学Ⅱ

生体分子分析学Ⅰ

生体分子分析学Ⅱ

蛋白質構造機能学Ⅰ

蛋白質構造機能学Ⅱ

細胞構造機能学Ⅰ

細胞構造機能学Ⅱ

遺伝子工学バイオインフォマティクス 蛋白工学

バイオエナジェティクス

細胞工学

生命機能学研究論文（通年）

４年
春

グリーンケミストリ

生物統計学

計算機科学概論Ⅰ

計算機科学概論Ⅱ

基礎有機化学Ⅰ

基礎有機化学Ⅱ

植物薬理学

植物医科学概論

植物分子細胞生物学

植物病学概論

環境と人間

応用環境化学バイオエンジニアリング

分析化学

発生生物学

物理化学概論Ⅰ

物理化学概論Ⅱ

微生物生態学 植物バイオテクノロジー概論

生命科学データベース論・演習

環境安全化学

機器分析学

分子微生物学

生理病理学

植物メディカルゲノム学

物質構造化学

植物細菌学

植物ウィルス学

生体超分子 構造生物学

物質変換化学分子薬理学 物質循環化学

物質機能化学

分子免疫学

生物有機化学

バイオマテリアル

食品科学

神経科学

細胞情報学

医用生体工学

高分子化学

ケミカルバイオロジー

分子エレクトロニクス

二重囲い：主要科目
灰色背景：教養科目
下線：必修科目

生物学と化学のための数学

バイオイメージング



時間割と履修計画

生命機能学科時間割（https://www.hosei.ac.jp/application/files/8217/4313/9818/20250328_fb.pdf)

教養科目・教職科目時間割（www.hosei.ac.jp/application/files/3117/4340/0581/00_klac_jikannwari20250331.pdf）

時間割
月〜土：1〜5限 授業が開講されます（各時限100分授業）

生命機能学科時間割と教養・教職科目時間割を参考に、
まず、各自の時間割をつくってください。
次に、各自が履修したい科目をweb上で
履修登録する必要があります。

中学校と高校の理科の教職免許取得を目指す方は、教職科目も履修する必要があります
（2025年度教職課程履修の手引参照
https://hosei-hondana.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjo1NjkyMjF9&detailFlg=0&pNo=1）。

教養科目/専門科目ともに必修科目を時間割に入れる。

時間割の空いているところに学科履修推奨科目を入れる。

時間割の空いているところに自分の履修したい科目を入れる
（年間で，なるべく履修上限49単位に近づくようにする。春・秋各々30単位を超えて履修登録はできません）。

↓

↓

卒業所要単位や進級条件、カリキュラムを正しく理解し、
時間割やシラバス（講義の内容と進め方；https://syllabus.hosei.ac.jp/web/show.php）を読んで、年間の履修計画を立てましょう。
履修登録は法政大学情報システムで行います。時間割の作り方は以下の順番。

↓
時間割が完成したら、履修登録をwebでおこないます（4月5日から履修登録可能です）。

 

2023年 10月 

教職員の皆様へ 

法 政 大 学 

2024年度からの授業時間割の変更について (お知らせ) 

 

 2024年度より、下記の通り授業時間割を変更することとなりましたので、お知らせします。 

 

１ 変更内容 

  土曜日に「全学共通時間割（Saturday Timetable）」を導入します。月曜日～金曜日の時間割は 

   各キャンパスこれまでと変更ありませんが、土曜日は全キャンパス共通の時間割となります。 

 教職員の皆様におかれましても、「全学共通時間割（Saturday Timetable）」導入のメリットを 

ご理解頂き、今まで以上に幅広い履修の選択肢を学生に提供するため、本時間割を活用頂きます 

ようお願い申し上げます。 

 

【現行（～2023年度）】 

 月曜日～土曜日 

市ヶ谷キャンパス 多摩キャンパス 小金井キャンパス 

1時限目 8:50～10:30 9:20～11:00 9:00～10:40 
2時限目 10:40～12:20 11:10～12:50 10:50～12:30 
昼休み 12:20～13:10（50分） 12:50～13:40（50分） 12:30～13:20（50 分） 
3時限目 13:10～14:50 13:40～15:20 13:20～15:00 
4時限目 15:00～16:40 15:30～17:10 15:10～16:50 
5時限目 16:50～18:30 17:20～19:00 17:00～18:40 
6時限目 18:35～20:15 - - 
7時限目 20:20～22:00 - - 
 

【変更後（2024年度～）】土曜日に「全学共通時間割」（Saturday Timetable）を導入する 

 月曜日～金曜日 土曜日 

市ヶ谷キャンパス 多摩キャンパス 小金井キャンパス 
全学共通時間割 

（Saturday Timetable） 

1時限目 8:50～10:30 9:20～11:00 9:00～10:40 9:00～10:40 
2時限目 10:40～12:20 11:10～12:50 10:50～12:30 10:50～12:30 
昼休み 12:20～13:10（50分） 12:50～13:40（50分） 12:30～13:20（50 分） 12:30～13:10（40分） 
3時限目 13:10～14:50 13:40～15:20 13:20～15:00 13:10～14:50 
4時限目 15:00～16:40 15:30～17:10 15:10～16:50 15:00～16:40 
5時限目 16:50～18:30 17:20～19:00 17:00～18:40 16:50～18:30 
6時限目 18:35～20:15 - - 18:35～20:15 
7時限目 20:20～22:00 - - 20:20～22:00 
 

２ 変更理由とその背景 

「全学共通時間割（Saturday Timetable）」導入の目的は、全学部対象授業科目を 3キャンパスで 

同時に受講できる環境を実現するためです。 

2024年度より土曜は共通時間割になっています

https://www.hosei.ac.jp/application/files/8217/4313/9818/20250328_fb.pdf
http://www.hosei.ac.jp/application/files/3117/4340/0581/00_klac_jikannwari20250331.pdf
https://hosei-hondana.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjo1NjkyMjF9&detailFlg=0&pNo=1
https://syllabus.hosei.ac.jp/web/show.php


2025年度履修登録関連スケジュール
 

履修登録しないと、各科目の学習支援システムに入れません（授業情報・資料を入手するのに必要）。

4/5までに暫定的で構わないので、少なくとも春学期すべての科目登録してください（その後、秋学期も登録）。
4/7から1週目の授業が開始。１週目の授業を受けながら、春の履修科目を第1週目の終わり（4/12）までに
微調整するのをオススメします。2週目からは各先生受講意志があるとみなして、授業されます。
秋学期分も含めて、4/21が最終〆切りとなります。
ただし、秋学期分は秋学期開始時に再度履修計画を見直すことができます。

履修登録関係スケージュール 
 
 
【全員必須】 

履修登録期間：４月 5 日（ 土） 1 ０： 0 0～ ４月 21 日（ 月） 2 ６： ００ 

 
 
【必要な人だけ】 
・履修抽選受付：４月２日（水）１７：００～４月４日（金）１２：００ 
・履修登録不備申し出期間 ４月２３日（水） ～ ５月９日（金） 
・履修登録取消申請受付期間 ５月８日（木）1０：00～５月９日（金）２６：００ 

抽選科目の受付は終わっていますが、2年次以上でも履修できるので、心配いりません。



履修登録

高校と違って、自分で履修したい科目を登録する必要があります。登録を忘れると、
単位認定できないので、注意！

Web履修登録の手引きに従って履修登録しよう
https://www.hosei.ac.jp/application/files/3617/4312/8287/20250327_risyu_manual.pdf
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[理工学部・生命科学部生用] 

Web 履修登録の手引き 
小金井事務部学務課 

 履修登録は成績評価を付けるために、間違いなく行わなければいけません。全ての項目を確認し、

確実に登録してください。 

○履修登録とは （各学部履修の手引き「履修科目登録」の項参照） 

単位を修得するためには、履修登録をしていることが前提です。登録を行っていない科目に対しては、成績の評

価が出来ません。必ず、指定の期間内に履修登録を行ってください。 

履修登録は、法政大学情報システムを使い、Web 上で行います。 

 

情報システムで履修登録した科目は月曜～金曜の各日 AM1：00 時点のデータを学習支援システムに自動登録

します。ただし、即時反映されることはないので、4 月 7 日（授業初日）の授業を受講する場合や履修登録翌日

の授業を受講する場合は、前日までに学習支援システム上で該当授業を仮登録してください。 

 

○春学期履修登録受付期間 

開講されている科目には、春学期に開講される科目・秋学期に開講される科目・通年で開講される科目がありま

す。配付された時間割表の授業期に「春」と書かれているのが春学期科目、「秋」と書かれているのが秋学期科

目、何も書かれていないのが通年科目です。 

履修登録受付期間(理工･生命科学部共通) 

受付期間：４月７日（木）～４月２０日（水） 

受付時間：各日 1０：00～2６：00（これ以外の時間は利用できません） 

         ※上記期間内に、必ず履修登録を完了させてください。 

春学期・秋学期・通年科目の全ての履修申請を春学期の申請期間に受け付けます。各々の進級・卒業基準を満た

すように登録してください。なお、秋学期授業開始時の登録修正期間には定員を充足した抽選科目を除く秋学期

科目のみ追加・修正・削除を認めます。 

 

○同一年度の同名科目履修不可について 

履修の手引きに記載されている通り、同一年度に同名の科目を履修することはできません。春・秋学期いずれも

開講している科目（哲学入門・宇宙と地球、必修英語の補講等）については、春・秋学期いずれかの学期でしか

履修することができませんので注意してください。春学期に単位を修得できなかった場合も今年度に再履修する

ことはできません。履修を希望する学生は来年度以降に再履修してください。 

ただし、以下の科目は春学期に履修・修得できなくても秋学期に履修可能です。 

・「線形代数学演習Ⅰ」／「微分積分学演習Ⅰ」 

・「線形代数学及び演習Ⅰ」／「微分積分学及び演習Ⅰ」※詳細は別紙掲示をご参照ください。 

 

2022春学期 
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[理工学部・生命科学部生用] 

Web 履修登録の手引き 
 

 履修登録は成績評価を得るために、間違いなく行わなければいけません。 

全ての項目を確認し、確実に登録してください。 

 

○履修登録とは （各学部履修の手引き「履修科目登録」の項参照） 

単位を修得するためには、履修登録をしていることが前提です。登録を行っていない科目に対しては、 

成績の評価が出来ません。必ず、指定の期間内に履修登録を行ってください。 

履修登録は、法政大学情報システムを使い、Web 上で行います。 

 

情報システムで履修登録した科目は月曜～金曜の各日 AM1：00 時点のデータを学習支援システムに自動登録

します。ただし、即時反映されることはないので、急ぎの場合など、必要に応じて、先に学習支援システム上で

該当授業を仮登録することも可能です。 

 

○春学期履修登録受付期間 

開講されている科目には、春学期に開講される科目・秋学期に開講される科目・通年で開講される科目がありま

す。配付された時間割表の授業期に「春」と書かれているのが春学期科目、「秋」と書かれているのが秋学期科

目、何も書かれていないのが通年科目です。 

履修登録受付期間(理工･生命科学部共通) 

受付期間：４月 6 日（木）～４月 19 日（水） 

受付時間：各日 1０：00～2６：00（これ以外の時間は利用できません） 

         ※上記期間内に、必ず履修登録を完了させてください。 

春学期・秋学期・通年科目の全ての履修申請を春学期の申請期間に受け付けます。各々の進級・卒業基準を満た

すように登録してください。なお、秋学期授業開始時の登録修正期間には定員を充足した抽選科目を除く秋学期

科目のみ追加・修正・削除を認めます。 

 

○同一年度の同名科目履修不可について 

履修の手引きに記載されている通り、同一年度に同名の科目を履修することはできません。春・秋学期いずれも

開講している科目（哲学入門・宇宙と地球、必修英語の補講など）については、春・秋学期いずれかの学期でし

か履修することができませんので注意してください。春学期に単位を修得できなかった場合も今年度に再履修す

ることはできません。履修を希望する学生は来年度以降に再履修してください。 

ただし、以下の科目は春学期に履修・修得できなくても秋学期に履修可能です。 

・「線形代数学演習Ⅰ」／「微分積分学演習Ⅰ」 

・「線形代数学及び演習Ⅰ」／「微分積分学及び演習Ⅰ」※詳細は別紙掲示をご参照ください。 

2023春学期 
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[理工学部・生命科学部生用] 

Web 履修登録の手引き 
 

 履修登録は成績評価を得るために、間違いなく行わなければいけません。 

全ての項目を確認し、確実に登録してください。 

 

○履修登録とは （各学部履修の手引き「履修科目登録」の項参照） 

単位を修得するためには、履修登録をしていることが前提です。登録を行っていない科目に対しては、 

成績の評価が出来ません。必ず、指定の期間内に履修登録を行ってください。 

履修登録は、法政大学情報システムを使い、Web 上で行います。 

 

情報システムで履修登録した科目は月曜～金曜の各日 AM1：00 時点のデータを学習支援システムに自動登録

します。ただし、即時反映されることはないのでご注意ください。 

 

○春学期履修登録受付期間 

開講されている科目には、春学期に開講される科目・秋学期に開講される科目・通年で開講される科目がありま

す。配付された時間割表の授業期に「春」と書かれているのが春学期科目、「秋」と書かれているのが秋学期科

目、何も書かれていないのが通年科目です。 

履修登録受付期間(理工･生命科学部共通) 

受付期間：４月 5 日（土）1０：00～４月 21 日（月）2６：00 

  ※上記期間内に、必ず履修登録を完了させてください。 

 

春学期・秋学期・通年科目の全ての履修申請を春学期の申請期間に受け付けます。各々の進級・卒業基準を満た

すように登録してください。なお、秋学期授業開始時の登録修正期間には定員を充足した抽選科目および集中授

業を除く秋学期科目のみ追加・修正・削除を認めます。 

 

○同一年度の同名科目履修不可について 

履修の手引きに記載されている通り、同一年度に同名の科目を履修することはできません。春・秋学期いずれも

開講している科目（必修英語の補講など）については、春・秋学期いずれかの学期でしか履修することができま

せんので注意してください。春学期に単位を修得できなかった場合も今年度に再履修することはできません。履

修を希望する学生は来年度以降に再履修してください。 

ただし、以下の科目は春学期に履修・修得できなかった場合は秋学期に履修可能です。 

・「線形代数学演習Ⅰ」／「微分積分学演習Ⅰ」 

・「線形代数学及び演習Ⅰ」／「微分積分学及び演習Ⅰ」※詳細は別紙掲示をご参照ください。 

 

 

2025春学期 

  1 

[理工学部・生命科学部生用] 

Web 履修登録の手引き 
 

 履修登録は成績評価を得るために、間違いなく行わなければいけません。 

全ての項目を確認し、確実に登録してください。 

 

○履修登録とは （各学部履修の手引き「履修科目登録」の項参照） 

単位を修得するためには、履修登録をしていることが前提です。登録を行っていない科目に対しては、 

成績の評価が出来ません。必ず、指定の期間内に履修登録を行ってください。 

履修登録は、法政大学情報システムを使い、Web 上で行います。 

 

情報システムで履修登録した科目は月曜～金曜の各日 AM1：00 時点のデータを学習支援システムに自動登録

します。ただし、即時反映されることはないのでご注意ください。 

 

○春学期履修登録受付期間 

開講されている科目には、春学期に開講される科目・秋学期に開講される科目・通年で開講される科目がありま

す。配付された時間割表の授業期に「春」と書かれているのが春学期科目、「秋」と書かれているのが秋学期科

目、何も書かれていないのが通年科目です。 

履修登録受付期間(理工･生命科学部共通) 

受付期間：４月 5 日（土）1０：00～４月 21 日（月）2６：00 

  ※上記期間内に、必ず履修登録を完了させてください。 

 

春学期・秋学期・通年科目の全ての履修申請を春学期の申請期間に受け付けます。各々の進級・卒業基準を満た

すように登録してください。なお、秋学期授業開始時の登録修正期間には定員を充足した抽選科目および集中授

業を除く秋学期科目のみ追加・修正・削除を認めます。 

 

○同一年度の同名科目履修不可について 

履修の手引きに記載されている通り、同一年度に同名の科目を履修することはできません。春・秋学期いずれも

開講している科目（必修英語の補講など）については、春・秋学期いずれかの学期でしか履修することができま

せんので注意してください。春学期に単位を修得できなかった場合も今年度に再履修することはできません。履

修を希望する学生は来年度以降に再履修してください。 

ただし、以下の科目は春学期に履修・修得できなかった場合は秋学期に履修可能です。 

・「線形代数学演習Ⅰ」／「微分積分学演習Ⅰ」 

・「線形代数学及び演習Ⅰ」／「微分積分学及び演習Ⅰ」※詳細は別紙掲示をご参照ください。 

 

 

2025春学期 

https://www.hosei.ac.jp/application/files/3617/4312/8287/20250327_risyu_manual.pdf


履修登録科目の確認と確定履修登録：

各自が登録した科目が履修登録されているか、春学期科目について確認してください。
毎年、登録したつもりで確認せず、履修登録されずに単位不認定となる学生さんが
一定数いるので、気をつけてください。
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○履修登録抽選について（理工学部・生命科学部生のみ対象） 

下記科目は、履修抽選機能を利用した履修登録を行います。操作方法はこの手引きの後半に記載します。抽選の

結果、定員を充足した科目に当選した場合は取消できません。 

 

春学期 履修抽選科目 

授業コード 授業名称 担当教員 曜時名称 抽選定員数

H3088 言語学概論 小屋　多恵子 月曜2時限 55

H3244 文章作法 矢口　貢大 火曜4時限 55

H3573 文章作法 矢口　貢大 火曜5時限 55

H3097 映像芸術 山口　雅敏 木曜1時限 115  
 

秋学期 履修抽選科目 

授業コード 授業名称 担当教員 曜時名称 抽選定員数

H3631 文章作法 矢口　貢大 火曜4時限 55

H3098 映像芸術 山口　雅敏 木曜1時限 115  

 

履修抽選受付：４月２日（水）１７：００～４月４日（金）１２：00 

抽選結果発表：４月４日（金）16時頃 

※この抽選は、情報システムの「履修抽選機能」を使用します。学部窓口では受け付けません。 

 

○エラーの修正について 

進級条件・卒業要件や履修上の決まりに反する内容で申請を行った際、エラーが表示されます。 

履修登録でエラーが発生している場合、すべての登録が保留となり、登録が認められません。エラー

が出た際には、各自、学部履修の手引きや、このWeb履修登録の手引きをよく確認し、履修登録受付期間内に、

すべてのエラーが消えるように修正してください。 

 

○履修登録不備申し出期間 

確認通知書を確認し、登録の不備や申請ミスを発見した場合には必ず下記期間内に学部窓口で相談してください。

この期間を過ぎての申し出は原則認められません。 

４月２３日（水） ～ ５月９日（金） 

 

○春学期履修登録取消申請受付期間 

履修登録受付期間内に登録した内容で、科目の取消を希望する場合、次の日程で取消のみ受け付けます。 

 

受付期間：５月８日（木）1０：00～５月９日（金）２６：00 

上記取り消し期間には、「申請した科目の取り消し」が可能です（追加・修正はできません）。 
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○履修登録抽選について（理工学部・生命科学部生のみ対象） 

下記科目は、履修抽選機能を利用した履修登録を行います。操作方法はこの手引きの後半に記載します。抽選の

結果、定員を充足した科目に当選した場合は取消できません。 

 

春学期 履修抽選科目 

授業コード 授業名称 担当教員 曜時名称 抽選定員数

H3088 言語学概論 小屋　多恵子 月曜2時限 55

H3244 文章作法 矢口　貢大 火曜4時限 55

H3573 文章作法 矢口　貢大 火曜5時限 55

H3097 映像芸術 山口　雅敏 木曜1時限 115  
 

秋学期 履修抽選科目 

授業コード 授業名称 担当教員 曜時名称 抽選定員数

H3631 文章作法 矢口　貢大 火曜4時限 55

H3098 映像芸術 山口　雅敏 木曜1時限 115  

 

履修抽選受付：４月２日（水）１７：００～４月４日（金）１２：00 

抽選結果発表：４月４日（金）16時頃 

※この抽選は、情報システムの「履修抽選機能」を使用します。学部窓口では受け付けません。 

 

○エラーの修正について 

進級条件・卒業要件や履修上の決まりに反する内容で申請を行った際、エラーが表示されます。 

履修登録でエラーが発生している場合、すべての登録が保留となり、登録が認められません。エラー

が出た際には、各自、学部履修の手引きや、このWeb履修登録の手引きをよく確認し、履修登録受付期間内に、

すべてのエラーが消えるように修正してください。 

 

○履修登録不備申し出期間 

確認通知書を確認し、登録の不備や申請ミスを発見した場合には必ず下記期間内に学部窓口で相談してください。

この期間を過ぎての申し出は原則認められません。 

４月２３日（水） ～ ５月９日（金） 

 

○春学期履修登録取消申請受付期間 

履修登録受付期間内に登録した内容で、科目の取消を希望する場合、次の日程で取消のみ受け付けます。 

 

受付期間：５月８日（木）1０：00～５月９日（金）２６：00 

上記取り消し期間には、「申請した科目の取り消し」が可能です（追加・修正はできません）。 
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○保存用履修登録科目確認通知書の印刷と確認について 

春学期履修登録期間後にエラーが無ければ登録内容が確定します。 

必ず保存用に履修登録科目確認通知書を出力し、不備がないか確認したうえ、 

成績が通知されるまで、保管してください。 

 

保存用履修登録科目確認通知書印刷期間 

４月２３日（水）１０：00 ～ ６月３０日（月）２６：00  

 

○履修登録にあたっての注意事項 

・履修の手引きと時間割表をよく確認のうえ履修計画を立てて、今年度自分が履修する授業の時間割を作成して

から、履修登録を行うようにしてください。履修の手引きに、下書き用紙があります。 

・履修登録は、受付期間中何度でも変更可能です。申請内容にエラーがあった場合など、申請完了まで時

間がかかることがありますので、履修登録受付期間の早い時期に申請を行うようにしてください。 

・受付時間終了間際になってからの申請は避けてください。 

・法政大学情報システムを使用する際、お使いのパソコンの設定によっては、①ポップアップブロックを解除、

②Cookie が使用可能である必要があります。設定方法は、お使いのブラウザの設定，ツールメニューなどで

ご確認ください。 

・履修申請画面で、３０分以上何も操作しない状態が続くと、タイムアウトします。画面上で入力していた内容 

が消失しますので、ご注意ください。 

・不明な点がある場合には、学部窓口まで相談してください。 

 



ＥＲＰ（英語強化プログラム）は、ネイティブスピーカー講師による英語スキルの
養成とその統合を目的としたプログラムです。将来、海外留学や国際的な企
業・機関への就職を検討している方や英語力をさらに伸ばしたい意欲のある方
におすすめです！

・1クラス15名程度の少人数授業
（３キャンパスで対面及びオンラインで開講）
・授業はオールイングリッシュ
・listening, speaking, reading, writing の 4 技能統合を重視した授業
・受講料は無料（教材費のみ必要）
・受講にはTOEIC500点以上が必要
（英語が好きで、モチベーションの高い学生が多く受講します。）
・卒業に必要な単位に含めることが可能
（所属学科の規定を要確認）

注目すべきポイント！

ガイダンスの日程は
次頁を参照

※詳細はグローバル教育センターHPを参照
https://www.global.hosei.ac.jp/programs/oncampus/erp/

 
ERP履修のすすめ

https://www.global.hosei.ac.jp/programs/oncampus/erp/


ガイダンスの日程

興味のある方はオンラインガイダンス
に参加しましょう！
※途中入退室自由
気軽に参加して下さい。

ガイダンスに参加が難しい場合は、
動画視聴もできます。

必修科目と重なって春・秋
学期に受講できない場合
は、夏休みの集中講座も
あります！



成績評価について
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Ⅳ．成績評価および成績発表 

 
１．成績評価 

 単位の修得は、授業内試験、レポートの提出、定期試験及び平素の学習状況または面接試験等

により、総合的に考慮して判定します。なお、２０１９年度より合格（単位修得）の評価が S～C
－の１１段階評価に変更となりました（全学年対象）。 
 成績の評価基準 
合否基準 合   格（単位修得） 不合格 
評  価 S A＋ A A－ B＋ B B－ C＋ C C－ D E 

評価基準 
（点） 

100
～

90 

89
～

87 

86
～

83 

82
～

80 

79
～

77 

76
～

73 

72
～

70 

69
～

67 

66
～

63 

62
～

60 

59
以

下 

未受

験等 

 不合格になった科目は翌年度以降、再履修することができます。ただし理工学部の理系教養科

目の一部は、春学期に不合格だった場合、秋学期に再履修することができます。合格した科目は

評価の如何にかかわらず再履修はできません。なお不合格科目は各種証明書には記載されません。 
 
２．ＧＰＡ（Grade Point Average）制度について 

GPAは成績を数値化することで、客観的にみるための手段であり、奨学金採用や大学院進学等
の際の資料として利用する可能性があります。不合格科目が多いほど GPAは低くなるため、慎重
に履修計画を行い、登録をした科目はすべて修得するよう心がけることが必要です。 
 
(1) 評価と GPの換算、GPAの算出方法 

それぞれの成績評価に応じて GP（グレードポイント：Grade Point）に換算し、以下の計算方
法により算出します。計算値は小数点以下第 3位を四捨五入して表記します。 
評価 S A＋ A A－ B＋ B B－ C＋ C C－ D E 
GP 4.0 3.3 3.0 2.7 2.3 2.0 1.7 1.3 1.0 0.7 0.0 0.0 

 
 
 
(2) 留意点 

①GPA は 2008年度以後に履修登録した科目のみが算入され、転・編入した学生が 2007年度以 
前に登録した科目は合格・不合格いずれも算入されません。 
②不合格科目(D・E評価)でも再履修の結果、単位が認定されれば、それ以前の評価の代わりに最 
後の成績評価のみを GPAに算入します。ただし、学期・セメスターごとの GPAについては遡 
って修正することはしません。 
③ 卒業要件とならない科目（教職資格関係科目等）は算出の対象外となります。 
④ 評価 F(否)、P(合)、RR(認定）、SS(海外留学認定)は算出の対象外となります。 
⑤GPAを表示する書類は以下のとおりです。 
・成績通知書：各学期の GPA、年度の GPA、直近の学期までの在学期間を通算した GPA 
・成績証明書：直近の学期までの在学期間を通算した GPA  

  
    ＜履修登録した科目の GP×その科目の単位数＞の総和 

GPA  ＝ 
          履修登録した全科目の総単位数 
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    ＜履修登録した科目の GP×その科目の単位数＞の総和 

GPA  ＝ 
          履修登録した全科目の総単位数 

それぞれの成績評価に応じてGP(グレードポイント:Grade Point)に換算し、上記の計算方法
により算出します。計算値は小数点以下第 3 位を四捨五入して表記します。

単位の修得は、レポートの提出、定期試験及び平素の学習状況等 により、総合的に
考慮して判定します。2019年度より合格(単位修得)の評価がS〜C-の11段階評価に
変更となりました。

・GPAについて

・成績の評価基準について
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